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PRODUCTIVITY

開発⽣産性



全く新しい検索エンジン





github organizationを検索対象から除外



/.github/workflows/*.yaml
もしくは
/.github/workflows/*.yml
のパスを検索対象とする



super-linter/super-linter
もしくは
github/super-linter
にマッチするコードを検索



⽉に1.3億以上の
ジョブを実⾏

GITHUB ACTONS



Required
Workflows

管理者による⼀括設定
Organization内の複数の
リポジトリに対して
必須のチェックを指定

コンプライアンス⽤途にも
全てのリポジトリでリンターを
実⾏するといった利⽤法や、
コンプライアンスの観点
（例：コミッターのメールアド
レスが会社ドメインかどうか
をチェック）といった⽤途にも



Deployment 
Protection
Rules

デプロイのゲート
GitHub Actionsからのデプロイ
の際、ルールをチェックし、
それを満たしていない場合は
デプロイを停⽌

ルールのカスタム
GitHub Appsを使って基準を⾃由
にカスタムが可能
例）YAMLファイルにデプロイ
可能な時間帯を記載しておき、
それ以外の時間にデプロイしよう
とすると停⽌する

サードパーティ連携
DataDog, New Relic, Sentryなど
のモニター結果の利⽤も可能
例）ステージング環境の
モニタリング結果が悪い場合は
本番環境へのデプロイを停⽌する



GitHub Actions 
runners

より強⼒なランナー
最⼤64コアのより⾼性能な
GitHubホストのランナーを
利⽤可能

Appleシリコン搭載のmac
ランナーは今後提供予定

Arm Virtual Hardware
GitHubホストのランナー上で
ArmクロスコンパイラやArm
Virtual Hardwareをネイティブに
サポート

Kubernetes上の
セルフホストランナー
Actions Runner Controllerを
GitHubでサポート



Azure VNet injection

Azure VNetへアクセス
GitHubホストランナーから
皆さんがお持ちのAzure Vnetへ
アクセスが可能に

プライベートリソース
Azure上のプライベートリソース
へGitHubホストランナーから
アクセスできるようになり
セルフホストランナーの管理が
不要に

Azureバックボーン
GitHubホストランナーから
VNetへのアクセスはAzure
バックボーンネットワークが
使われ、インターネットは
経由しない



SECURITY

アプリケーション
セキュリティ



Dependency Graphから
SBOMを⽣成



CodeQL
Kotlin/Swift
サポート

モバイル開発
モバイル開発のプロジェクトでも
Code Scanningのパワーを最⼤
限

11⾔語をサポート
C, C++, Java, Kotlin, JavaScript, 
TypeScript, Python, Ruby, C#, 
Go, Swift

今後の予定
C++でのメモリ不正アクセス
ルールの改善、C# 11サポート、
結果のCSV‧PDF出⼒



シークレット
スキャンニング
Issuesサポート

Issuesも解析
Issuesの本⽂やコメントの中に
クレデンシャル⽂字列が
含まれていないかを解析

カスタムパターン
シークレットスキャニングの
カスタムパターンもサポート
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